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研究成果の概要（和文）：日本人小学生を対象に、日本製の加速度計と姿勢計で得られた座位時間との関係を検
討した。更に、日常の座位行動時間の変動要因を検討した。
加速度計と姿勢計で得られた座位時間との間には、有意な正の相関関係が見られた。座位行動時間は、肥満度と
有意な正の相関が、体力・運動能力とは有意な負の相関が見られた。何れもかなり弱い関係であった。中休みの
座位行動時間は清掃時間より有意に長かった。日常の座位行動時間は、自宅近隣環境と関係が見られた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to examine the relationship between daily 
sedentary time measured by an accelerometer and daily sedentary behavior by a postural measurement. 
This study also examined determinants of sedentary behavior in primary school children. 
There was a significant positive relationship between results by the accelerometer and the postural 
measurement. Weight status in primary school children had a significantly weak and positive 
relationship with sedentary time. On the other hand, physical fitness had a significantly weak and 
negative relationship with sedentary time. For recess time and school cleaning time, the sedentary 
time in the former was longer than that in the latter. The perceived neighborhood environment was 
associated with daily sedentary time in primary school children.

研究分野：応用健康科学
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１．研究開始当初の背景 
諸外国において子どもの身体活動の推奨
値とされる、一日 60 分以上の中強度以上の
身体活動を満たす子どもの割合は国際的に
少なく、一日の大半は 1.5 メッツ以下の座位
行動(sedentary behavior) や比較的低強度
の活動が占める(Hallal et al. 2012)。最近、
小学生の低強度から高強度の活動を従来よ
り高い精度で評価できる日本製の加速度計
の推定式が報告されているが（Hikihara et 
al. 2014）、座位という姿勢を保持している
時間を正確に評価できるかどうかは不明で
ある。 
座位行動を評価する際、子どもの座位行動
の所要時間は、海外製の加速度計が捉える単
位時間(epoch length)に影響されることが報
告されている（Ojiambo et al. 2011）。これ
まで、日本製の加速度計を用いて成人の活動
量の算出に最適な epoch length は報告され
ているものの(田中と田中 2013)、小学生の活
動量や座位行動時間については未知である。
また、小学校内における座位行動時間の減少
に向けた介入には、休み時間や放課後がター
ゲットとして考えられるものの（Gao et al. 
2014）、日本における、学校内の座位行動時
間の性差・学年差の状況は不明である。更に、
諸外国と生活環境の異なる日本の幼児では、
諸外国とは異なる環境要因と身体活動量と
の関係がみられるものの（田中ら,2011）、座
位時間と自宅周辺の環境要因との関係につ
いての報告は見られない。 
 
２．研究の目的 
小学生の加速度計を用いた座位行動の評
価法および、日本の小学生の日常における座
位行動の変動要因を検討するために、以下の
3点を目的とした。1）申請者らが小学生用の
変換式を報告した日本製の加速度計を用い
て、活動強度別の身体活動の実施時間の測定
を行い、加速度計を用いた座位時間および国
外で主流の姿勢計で得られた座位時間との
関係を検討した。2）座位行動時間と健康関
連指標との相関から、最適なepoch length を
検討した。更に、日常と学校内における座位
行動時間の性差や学年差を明らかにした。3）
日常の座位行動時間と環境要因との関係を
検討した。 
 
３．研究の方法 
小学生男女を対象に、日本製の 3軸加速度
計（Active style Pro HJA-350IT）および国
外の大規模調査で用いられている海外製の
姿勢計 (activPAL) を大腿部に装着し、日常
生活の中での座位行動の所要時間を測定し
た。 
体型の評価は、対象者の身長および体重の
測定を行い、肥満度を算出した。体力・運動
能力は、各学校の新体力テストの結果を用い
た。自宅近隣環境については、国際標準化身
体活動質問紙環境尺度日本語版を用いて、児

童およびその保護者に尋ねた。 
 
４．研究成果 
日本製の加速度計を用いた評価した座位
行動時間および国外で主流の姿勢計で得ら
れた座位時間との関係を検討した結果、両者
の間には、有意な正の相関関係が見られた。 
日本製の加速度計の epoch length を比べ
ると、60 秒間値に比較して 10 秒間値の座位
行動時間が有意に長かった。また、60 秒間値
と 10 秒間値の単相関は強かった。肥満の指
標としての肥満度、体力・運動能力と座位行
動時間との関係を、性別および年齢を調整し
て検討した結果、肥満度は有意な正の相関が、
体力・運動能力とは有意な負の相関が見られ
たが、その関係はかなり弱く、かつ、epoch 
length による違いはほとんどなかった。 
小学生の日常生活全般において、中高強度
活動が短い群ほど、座位行動時間が長かった。
その関係性に、性差や年齢層による違いはほ
とんど見られなかった。一方、学校内におい
て、男女共に、中休みの座位行動時間は清掃
時間より有意に長かった。また、男子の中休
みと昼休みの座位行動時間の割合は、女子よ
り低かった。 
性別、学年、BMI の z 得点、世帯、学校を
調整した結果、座位行動時間の割合は、バス
停、駅などが自宅から 10-15 分以内にあるほ
ど有意に低く、車やバイクの所有台数が多い
ほど有意に低かった。日本の小学生において、
日常の座位行動は、自宅近隣環境と関係のあ
ることが明らかとなった。 
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